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患者学
到達⽬標

１）患者・家族の考え⽅の特徴が理解できる

２）医師の対応の原則が理解できる
医者の常識は，世間の⾮常識︖︕

医療者の気持ちが，分かってもらえるとは限らない



コミュニケーションの溝を越えるために





患者さんの思いを知りたい
患者さんの本⾳を聴くことはできるか︖

闘病記︔患者本⼈やその家族によって綴られた体験記

映画・ドラマ

ブログ，フェースブック，ツイッター



患者の語りデータベース

インターネット上に公開された

DIPEx（ディペックス）の紹介



背景︓患者の「体験」への注⽬
• 「患者中⼼医療」
• EBMにおける、Evidence偏重への批判
• いくら⾼いエビデンスがあっても、個⼈がその治療
を好まなかったら・・・︖

• ⇒エビデンスだけでは決められない。
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個別の患者の体験
個⼈の多様な価値観 を理解することが求

められる



ふたりの医療者の思い・・・
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⼀般医︓
Ann McPhersonさん

薬理学者︓
Andrew Herxheimerさ
ん 膝関節の置換術を

受けた経験から・・・
乳がんに罹患した
経験から・・・

⾃分たちは、医学的な知識は豊富に持っているが、
患者としての経験に無知だった・・・

医療情報は、“エビデンス”だけでは不⼗分。
患者体験（ナラティブ）を、「医療情報」に。



イギリス発︓
「患者の体験談」のデータベース

• イギリス・オックスフォード⼤学のプライマリーヘルスケア
部⾨

+ディペックスチャリティ（⾮営利団体）
• 2001年にディペックスを作成

• DIPEｘ
= Database of Individual Patient 
Experiences
“患者の体験のデータベース”
（のちにHealthtalkに改名）
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DIPExとは
• Maximum Variation Sampling︓年齢や居住地
域、治療の種類などに関して、できる限り幅広くサンプリン
グ

• 当事者にインタビューを⾏い、質的分析⼿法を⽤いて“何
を話しているか”（トピック）を分析

• 映像と⾳声、テキストでインターネット上に公開

• 「Evidenceと並んで、個⼈の体験談であるNarrative
は、重要な患者向けの医療情報である」

• 英国医学研究者会議（MRC）、英国⽴保健学研究
所（NIHR）、英国⽴がん研究所（NCRI）などで紹
介
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この後スライド9枚あります
• 医師と患者のすれ違いの例を、４⼈の患者の語
りで紹介しています。


